
　昨年の「ステークホルダー･ダイアログ（有識者懇談会）」において、当行が今後果たすべき
使命・役割について本質的な議論がなされたことを受け、当行がこれからのＣＳＲ活動を展開す
る中で、いかに本業を通した活動により、社会的課題の解決を実現していくかを見直す貴重な
機会となりました。
　本年度も各々の活動にストーリー性・継続性を持たせ、社会に影響力のある活動を展開して
いきたいと考えております。是非ご一読いただければと存じます。　　
　忌憚の無いご意見、ご感想をお待ちしております。

●社会福祉法人しがぎん福祉基金設立
●日本列島クリーン大作戦に参加
●水質調査船建造費として滋賀県に1億円寄付
●ボランティア預金「愛のみずうみ口座」取扱開始
●リサイクルシステム稼動
●ノベルティグッズをグリーン購入品へ
●全店の焼却施設を撤去
●「エコ・クリーン資金」取扱開始
●「環境委員会」設置
●「クリーンバンクしがぎんスタートアップキャンペーン」開始
●「環境方針」制定
●「ＩＳＯ14001」認証取得  
●「ふれあい環境室」設置
●「ＵＮＥＰ金融機関声明」に、日本の市中銀行で初の署名
●ニュービジネスネットワーク「野の花応援団」創設
●｢土壌汚染対策法｣取組指針を策定
●創立70周年記念事業｢びわこ地球市民の森｣で植樹
●「エコプラス定期」取扱開始
●｢第1回日本環境経営大賞｣環境経営パール大賞受賞
●「ＣＳＲ委員会」・「ＣＳＲ室」設置
●｢第2回『誠実な企業』賞」金融機関部門賞受賞
●｢第13回地球環境大賞｣フジサンケイグループ賞受賞
●「滋賀労働局優良賞」受賞
●「ＦＴＳＥ４Ｇｏｏｄ Ｇｌｏｂａｌ Ｉｎｄｅｘ」に選定
●｢エコスタイル｣キャンペーン開始
●「エコ＆耐震住宅ローン」取扱開始
●「琵琶湖原則支援資金」取扱開始
●「女性活躍推進委員会」スタート
●エコプラス定期による学校ビオトープ助成開始
●「事業者向け ＢＣＰサポートローン」取扱開始
●「ＣＳＲ憲章」と「滋賀銀行の行動規範」制定
●環境に配慮した｢エコメール｣を導入
●環境会計を導入
●営業統轄部にCS推進室を設置
●「カーボンニュートラルローン 未来よし」取扱開始
●平成18年度 財界｢経営者賞｣受賞
●「第9回グリーン購入大賞」環境大臣賞受賞
●「ヨシ紙名刺」利用開始
●「ＡＥＤ」を全本支店に設置
●浜町研修センター「ＣＡＳＢＥＥ」Ｓランクを取得
●エコビジネスマッチングフェア開催
●「カーボンオフセット定期預金『未来の種』」取扱開始
●「事業者向け環境配慮型融資『未来の芽』」取扱開始
●「第12回新エネ大賞｣新エネルギー財団会長賞受賞
●｢第5回企業フィランソロピー大賞｣大賞受賞
●「ワークライフバランス推進企業」に登録
●「ＢＣＡＯアワード2007」大賞受賞
●「次世代育成支援対策推進法」に基づき
　「子育て支援に積極的に取り組む企業」として認定

●環境省より「エコ・ファースト企業」に認定
●平成19年度「関西エコオフィス大賞」受賞
●平成20年度「地球温暖化防止活動環境大臣表彰」受賞
●「琵琶湖原則支援資金
　（環境省利子補給活用プラン）」取扱開始
●「生物多様性格付」運用開始
●「第12回環境コミュニケーション大賞」奨励賞受賞
●「環境方針」改定
●「生物多様性保全方針」制定
●「成長基盤強化応援ファンド」取扱開始
●「第13回環境コミュニケーション大賞」
　環境金融報告特別優秀賞受賞
●「第8回日本環境経営大賞」
　環境経営パール大賞受賞
●日本経済新聞社「第14回環境経営度調査」
　非製造業：金融部門 第1位  
●「持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則」に署名
●｢スピードローン ジャストサポート（災害復旧プラン）｣
　取扱開始
●｢BCPサポートローン（震災影響対策プラン）｣取扱開始
●｢滋賀の魅力発信ファンド｣取扱開始
●｢経営者応援ローン『地産地融』｣取扱開始
●「ストップ温暖化大賞－低炭素杯2011－」審査員特別賞受賞
●「第14回環境コミュニケーション大賞」
　テレビ環境CM部門：優秀賞受賞
●「次世代育成支援対策推進法」に基づき
　「子育て支援に積極的に取り組む企業」として2度目の認定
●「第2回いきものにぎわい企業活動コンテスト」
　農林水産大臣賞受賞
●2012年版『環境白書』に“いきものがたり”活動が掲載
●「持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則」
　グッドプラクティスに選定
●営業統轄部に「地域振興室」を設置
●創立80周年記念事業｢びわこ地球市民の森｣で植樹
●「食の商談会2013」開催
●「ＰＬＢ格付８０（利子補給用）」運用開始
●「ＢCPサポートローン（災害対策プラン）」取扱開始
　（震災影響対策プランから改称）
●「第15回グリーン購入大賞」大賞受賞
●創立80周年記念事業「ビワマス遡上プロジェクト」実施
●清水書院発行の高等学校「現代倫理」の教科書に
　当行のCSR活動が掲載
●「第17回環境コミュニケーション大賞」ダブル受賞
　環境報告書部門：環境報告大賞（環境大臣賞）
　テレビ環境ＣＭ部門：優秀賞

（地球・人間環境フォーラム理事長賞）
●環境省より「エコ・ファースト企業」に再認定
●「次世代育成支援対策推進法」に基づき
　「子育て支援に積極的に取り組む企業」として3度目の認定
●「第５０回献血運動推進全国大会」厚生労働大臣表彰受賞

●CSRの歩み　●ＣＳＲ関連商品　●外部からの評価

総合企画部 CSR室

編集後記
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ＣＳＲ報告書と言うと、とかく「ＧＲＩガイドライン※」対照表を付け、該当ページを記載しているものが多く見受けられ
ますが、滋賀銀行のＣＳＲリポートには、「『ＣＳＲ憲章（経営理念）』の3つの約束を軸に、わかりやすい言葉と写真の多
用により活動内容をご理解いただけるよう心がけました。」とあるように、読みやすく、わかりやすい報告書となって
います。滋賀銀行の多様なステークホルダーに情報開示したいという意思が読み取れ、高く評価できます。
また、「『未来からの預かりもの』である琵琶湖を擁する滋賀県の地元銀行として、『環境金融』の更なる充実により、
持続可能な社会づくりに貢献するとの使命を再認識し、『お金の流れで地球環境を守る』との気概で、『地球温暖化
防止』ならびに『生物多様性保全』に向けた取り組みの実現に努めてまいります。」とあるように、「環境預金」「環境
融資」「ＳＲＩファンド」の伸びなどの具体的な情報開示や、近江商人の商人道徳である「三方よし」の考え方に基づいた
「預けてよし」「預かってよし」「世間・環境によし」の地球環境との共存共栄に取り組む考え方への理解が深まりました。
生物多様性保全では、さまざまな「いきものがたり」活動を展開していることに敬意を表します。今後、マザーレイク
である琵琶湖を中心とした「いきものがたり」活動が全体的に理解できるマップなどを作成されると更に可視化でき、
わかりやすくなると考えます。
人権啓発では、「セクシュアルハラスメント」もさることながら、全般的に組織が見落としがちな問題として存在して
いる「パワーハラスメント」があります。健全な経営を遂行するためにも、役職員との共存共栄の行く手を阻む可能性
のある問題に、ＰＤＣＡサイクルを回しながら透明性の確保に努めることが大切です。
特集では、少子高齢化・人口減少を課題に取り上げ、対応策として「高齢者・障がい者の雇用促進」「ワークライフ
バランスの向上」「店舗のバリアフリー化への取り組み」「顧客接遇」などにも取り組み、社会的課題解決を考えるこ
とへのアプローチをしていることは高く評価でき、更なる充実とその情報開示を期待しています。
最後に、滋賀銀行のＣＳＲ経営で注目すべきことは、根本精神となる「ＣＳＲ憲章」のもと、3つの約束である「地球
環境」・「役職員」・「地域社会」との共存共栄の取り組みを実践していることです。引き続き多様なステークホルダーと
のコミュニケーションを積極的に図り、持続可能な社会の構築に大きく貢献していただくことを期待しています。

※【ＧＲＩガイドライン】Global Reporting Initiativeのガイドライン。オランダに本拠を置いたサスティナビリティ・レポートのガイドラインを提唱する国
際的な規格。

東横学園女子短大助教授、マンチェスター・メトロポリタン大学客員教授を経て武蔵工業大学環境情報学部教授、
現職に。専門は「持続可能な消費」。環のくらしフォーラム座長、産業構造審議会専門員、先駆的省資源・省エネル
ギー事業推進委員会会長、中央教育審議会専門委員、世田谷区環境審議会会長、環境経営学会会長などの公職
を歴任。教職の傍らグリーン購入ネットワーク会長、横浜市地球温暖化対策地域協議会会長としてNPO活動にも
従事。２０１３年１月から国連環境計画（UNEP）の持続可能な公共調達イニシアティブ（SPPI）アドバイザーに就任。
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